
◆�

し
め
縄
飾
り
づ
く
り�

�

公
民
館　
12
／
25

甲
斐
時
子
先
生
の
指
導

で
男
女
26
人
が
し
め
縄
飾

り
に
挑
戦
し
た
。

し
め
縄
は
広
島
に
伝
わ

る
親
亀
、
子
亀
、
孫
亀
の

親
子
三
代
の
長
寿
を
表

し
、喜
び
が
三
つ
重
な
り
、

災
い
を
防
ぐ
願
い
が
込
め

ら
れ
た
も
の
。
藁
で
縄
を

綯
い
な
が
ら
形
を
整
え
る

と
こ
ろ
が
一
苦
労
。
先
生

と
経
験
者
に
教
わ
り
な
が

恒
例
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト「
第
31
回

公
民
館
ま
つ
り
」が
来
賓
10
人
を
迎
え

11
／
30
～
12
／
１
、
盛
大
に
開
催
。

開
会
式
に
は
今
年
も
美
鈴
が
丘
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
が
華
や
か
な
演

奏
を
披
露
し
て
盛
り
上
げ
た
。
公
民
館

ま
つ
り
の
テ
ー
マ
は「
手
を
つ
な
ぎ
心

を
つ
な
ぐ
公
民
館
」。
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
河
本
会
長
は「
美
鈴
が
丘
は
少

子
高
齢
化
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
が
、
住
民
の
文
化･

交
流
の
拠
点
、

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
こ
の
公
民

館
が
中
心
と
な
り
地
域
の
絆
が
更
に
深

ま
っ
て
い
く
こ
と
が
解
決
の
基
盤
に
な

る
」と
力
強
く
語
っ
た
。
現
在
、
50
を

超
え
る
多
彩
な
学
習
グ
ル
ー
プ
が
公
民

館
を
拠
点
に
幅
広
く
活
動
中
で
文
化
の

香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

る
。
各
活
動
グ
ル
ー
プ
は
趣
向
を
凝
ら

し
、
こ
の
日
の
為
に
制
作
し
た
力
作
の

展
示
や
練
習
し
て
き
た
演
技
の
発
表

で
成
果
を
披
露
。
い
ず
れ
も
見
応
え

の
あ
る
充
実
し
た
内
容
で
来
場
者
は

満
足
げ
に
鑑
賞
し
て
い
た
。

前
庭
や
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
は
テ

ン
ト
村
が
立
ち
並
び
、
人
気
の｢

焼

牡
蠣｣

や｢

中
華
お
こ
わ｣

の
コ
ー

ナ
ー
に
は
今
年
も
長
い
行
列
が
で
き

約
１
時
間
で
完
売
に
な
っ
た
。
他
に

も
焼
き
そ
ば･

う
ど
ん･

ぜ
ん
ざ
い

等
々
恒
例
の
メ
ニ
ュ
ー
が
並
び
友
人

知
人
と
楽
し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い

た
。
階
段
上
の
駐
車
場
で
は
佐
伯
署

が
子
ど
も
達
向
け
に
白
バ
イ･

ミ
ニ

白
バ
イ
を
展
示
。
多
く
の
子
ど
も
達

が
嬉
し
そ
う
に
試
乗
し
て
記
念
の
写

真
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
た
。
２
日
間

の
公
民
館
ま
つ
り
は
大
勢
の
住
民
が

参
加
し
て
地
域
の
交
流
の
輪
を
拡
げ

て
今
年
も
盛
況
裡
に
終
了
し
た
。

ら
全
員
が
作
り
上
げ
た
。

最
後
に
ダ
イ
ダ
イ
、
ユ
ズ

リ
ハ
、
稲
穂
な
ど
飾
り
品

を
つ
け
て
完
成
。
し
め
縄

を
飾
っ
て
新
年
を
迎
え
る

楽
し
み
が
で
き
た
と
喜
ん

で
い
た
。�

（
石
田
）

お
正
月
へ
の
準
備

美高書道部によるとんど用書初め

椿谷餅つき
しめ縄をかざして全員で写真

防災部展示全員敬礼

餅つき風景 鈴が峰からの初日の出

浜田からの正月用の魚

盛大に公民館まつりが開催された

大賑わいのテント学習グループの多彩な展示
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◆�

防
犯
カ
メ
ラ
２
基
追
加�

（
作
動
開
始
）�

12
／
18

学
園
陸
橋
と
西
５
丁
目

バ
ス
停
付
近
に
新
設
。
こ

れ
で
団
地
へ
の
進
入
路
３

方
向
に
設
置
完
了
。

◆�

緑
サ
ロ
ン�

11
／
20�

特
殊
詐
欺
講
話

緑
サ
ロ
ン
で
は
美
鈴
が

丘
駐
在
所
の
木
元
所
長
と

金
子
巡
査
長
を
招
い
て
特

殊
詐
欺
に
つ
い
て
の
話
を

伺
っ
た
。
一
口
に
特
殊
詐

欺
と
い
っ
て
も
様
々
な
タ

イ
プ
が
あ
り
そ
の
中
で
も

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
架
空
請

求
、
還
付
金
詐
欺
な
ど
に

よ
る
高
齢
者
の
被
害
が
多

い
。
詐
欺
犯
は「
冷
静
に

な
っ
て
考
え
る
」時
間
を

与
え
な
い
よ
う
言
葉
巧
み

に
迫
っ
て
く
る
為
、
被
害

に
あ
わ
な
い
為
に
先
ず

は『
留
守
電
機
能
を
利
用

し
て
直
接
電
話
に
出
な
い

‼
』こ
れ
が
大
事
で
あ
る
。

警
察
官
の
お
二
人
は
寸
劇

や
替
え
歌
で
詐
欺
被
害
の

対
策
を
判
り
易
く
説
明
さ

れ
、
聴
い
て
い
る
こ
ち
ら

と
の
距
離
も
ぐ
っ
と
縮
ま

る
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

�

（
平
林
）警察官２人による寸劇

森野防犯組合長･阪井地域安全会長カメラ設置

◆�

高
齢
者
虐
待
と�

防
止
研
修
会

12
月
５
日
、「
高
齢
者

虐
待
の
防
止
と
対
応
に
つ

い
て
」坂
下
宗
生
弁
護
士

に
よ
る
講
演
会
が
開
か

れ
、
50
人
ほ
ど
の
参
加
者

が
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

氏
が
自
ら
体
験
し
た
事
例

に
沿
っ
て「
高
齢
者
虐
待

防
止
法
」の
目
的
や
趣
旨

が
判
り
易
く
説
明
さ
れ
、

と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。

虐
待
と
は「
心
や
身
体
が

痛
み
つ
け
ら
れ
る
こ
と
」

で
あ
る
。
自
ら
被
害
者
で

あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
で

き
な
い
人（
高
齢
者
、
児

童
及
び
障
害
者
）の
権
利

侵
害
を
救
済
す
る
こ
と
が

同
法
の
趣
旨
で
あ
る
。

家
庭
の
内
外
を
問
わ

ず
、
虐
待
の
早
期
発
見
と

初
期
の
対
応
の
重
要
性
が

◆�

虐
待
防
止
講
演
会
に

　
参
加
し
て�

９
／
21

虐
待
っ
て
貧
困
世
帯
に

し
か
関
係
な
い
の
で
は
？

確
か
に
講
師
の
方
の
体
験

談
は
継
母
と
実
父
の
虐
待

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

虐
待
は
怒
り
か
ら
き
て
い

る
、こ
う
あ
る
べ
き
の「
べ

き
一
つ
」で
怒
り
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
出
来
な
か
っ

た
ら
誰
で
も
加
害
者
に
な

る
の
だ
と
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
私
た
ち
が

行
っ
て
い
る
子
ど
も
110

番
の
家
な
ど
の
見
守
り
は

外
か
ら
の
見
守
り
、
子
ど

も
達
を
守
る
の
は
内
か
ら

の
見
守
り
、
つ
ま
り
親
を

サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
内

な
る
危
険
か
ら
子
ど
も
を

守
っ
て
行
く
こ
と
は
出
来

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
木
本
）

◆�

介
護
予
防
教
室

（
栄
養
指
導
講
座
）

�

11
／
20

「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ

う
」を
テ
ー
マ
に
18
人
が

管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
座

を
受
講
。
健
康
寿
命
を
延

ば
す
に
は
低
栄
養
に
気
を

つ
け
て
骨
粗
し
ょ
う
症
、

認
知
症
を
予
防
す
る
。
特

に
減
塩
が
大
事
。
高
齢
者

の
食
事
は
一
日
三
食
欠
か

さ
ず
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や

た
ん
ぱ
く
質
不
足
に
な
ら

な
い
こ
と
。
水
分
は
一
日

に
湯
の
み
７
～
10
杯
、
牛

乳
を
毎
日
飲
む
習
慣
を
つ

け
る
。
自
分
の
食
生
活
を

見
直
し
改
善
す
る
こ
と
を

学
ん
だ
。�

（
石
田
）

指
摘
さ
れ
た
。
国
民
に
は

通
報（
努
力
）義
務
が
課

せ
ら
れ
、
市
町
の
第
１
次

責
任
者
及
び
関
係
機
関
等

の
連
携
に
よ
る
対
応
が
な

さ
れ
る
。
被
害
者
の
救
済

の
み
な
ら
ず「
養
護
者
」

（
虐
待
を
す
る
側
の
者
）

に
つ
い
て
も
一
人
で
抱
え

込
ま
な
い
よ
う
負
担
を
軽

く
す
る
の
も
法
の
目
的
で

あ
る
こ
と
、
な
ど
心
に
残

る
お
話
で
あ
っ
た
。

�
（
富
井
）

　倒れて苦しんでいる人を助けるため、救命講習で応急手当の正し
い知識と技術を身につけましょう。
　普通救命講習会を下記の通り実施しますので、ご案内申し上げます。

記
１．実施日時：2020年２月15日（土）　９：00～12：00
２．講習場所：美鈴が丘公民館２F研修室　
３．指　　導：佐伯消防署・救命教育センター
４．内　　容：AEDの使い方、応急手当等（講習修了書を発行）
５．着　　衣：動きやすい服装
６．普通救命講習修了証をお持ちの方は持参ください
７．�申し込み：公民館または回覧する申込書にお名前（ふりがな）住所、
連絡先を記入の上、公民館に設置した防災部ボックス、または、
町内会長さんにお渡しください（※ふりがなを忘れないように！）

８．締　　切：２月４日（厳守）
主催／まちづくり協議会 防災部 防災部長　安藤

普通救命講習会のご案内

広 報 み す ず令和２（2020）年１月号 ⑵



・イランとアメリカが揉めています。石油の80%以上を中東から輸入している日本に大きな影響が考えられ、今後の展開が注目されます。
・日産自動車元会長のカルロス・ゴーン被告が国外逃亡しました。反社会的メンバーかもしれないメンバーを使い、何十億もの大金を使って逃亡する人間が信用できるのでしょうか？

世界の出来事
日本の出来事

編
集
後
記

◆�

ラ
グ
ビ
ー
体
験
教
室�

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド�

11
／
30

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大

会
が
開
催
さ
れ
、
日
本
代

表
が
史
上
初
の
ベ
ス
ト
８
へ

と
駒
を
進
め
た
。
そ
ん
な
活

躍
に
日
本
中
が“
楕
円
球
の

祭
典
”に
沸
き
立
っ
た
。

地
元
美
鈴
が
丘
で
も
、
ち

び
っ
こ
ラ
ガ
ー
マ
ン
が
基
本

の
技
術
と
マ
ナ
ー
を
学
び
、

意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
楕
円

球
を
右
へ
左
へ
と
追
い
か
け

相
手
の
攻
撃
を
か
わ
し
な
が

ら
懸
命
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん

で
楽
し
ん
だ
。
体
験
教
室

の
最
後
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴

り
、
お
互
い
の
健
闘
を
称
え
、

相
手
に
敬
意
を
払
う“
ノ
ー

サ
イ
ド
〟の
精
神
を
学
ぶ
最

良
の
機
会
に
な
っ
た
。（
松
川
）

主
催
：
五
日
市
ジ
ュ
ニ
ア

　
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

参
加
者
：�

45
人（
園
児
～
６
年
生
）

◆�

第
16
回
美
鈴
が
丘
子
ど
も

会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

�

12
／
１

美
鈴
が
丘
子
ど
も
会
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
２

ク
ラ
ブ
と
近
隣
の
子
ど
も

会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
７
チ
ー

ム
が
予
選
リ
ー
グ
を
戦
い

上
位
４
チ
ー
ム
に
よ
る
決

勝
リ
ー
グ
を
戦
っ
た
。
開

会
式
で
は
臺
カ
ノ
ン
選
手

が
元
気
よ
く
選
手
宣
誓
を
、

美
鈴
が
丘
２
チ
ー
ム
は
惜

し
く
も
予
選
リ
ー
グ
で
敗

退
。
優
勝
は
五
日
市
子
ど

も
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ａ

が
勝
ち
取
っ
た
。�

（
池
田
）

将来のラグビー日本代表？

宣誓の臺カノン選手

優勝の西２チーム

聴衆が全員参加マリンバの演奏に聞き入る松本さん、瀬藤さん、小泉さん

◆�

第
７
回
町
内�

12
／
22�

ミ
ニ
テ
ニ
ス
大
会

１
チ
ー
ム
６
人
の
６

チ
ー
ム（
選
手
38
人
）に

よ
る
総
当
た
り
の
予
選

リ
ー
グ
を
行
い
、
予
選
１

位
の
西
２
丁
目
チ
ー
ム
と

２
位
の
緑
２
丁
目
に
よ
る

優
勝
決
定
戦
を
行
い
、
西

２
丁
目
チ
ー
ム
が
３

－

０

で
２
大
会
ぶ
り
の
優
勝
を

勝
ち
取
っ
た
。�

（
松
本
）

◆�

お
達
者
ク
ラ
ブ�

12
／
13�

～
年
忘
れ
落
語　

�
�

み
す
ず
寄
席
～

広
島
演
芸
協
会
副
会

長
、柱
笑
福（
は
し
ら
し
ょ

う
ふ
く
）さ
ん
の
笑
い
の

ス
テ
ー
ジ
を
参
加
者
75
人

が
堪
能
し
た
。
マ
ツ
ダ
の

元
社
員
で
あ
る
。
殆
ん
ど

の
人
が
桂（
か
つ
ら
）と

読
む
の
で
、「
か
つ
ら（
桂
）

や
お
ま
へ
ん
で
は
し
ら

（
柱
）
で
っ
さ
か
い
」
と

紹
介
す
る
。
笑
う
事
に
よ

り
Ｎ
Ｋ
細
胞
が
活
発
に
な

り
免
疫
力
が
ア
ッ
プ
し
て

健
康
維
持
が
で
き
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
参
加
者
は

み
な
笑
顔
の
絶
え
な
い
時

間
を
過
ご
し
て
ス
ト
レ
ス

を
発
散
し
た
。�

（
金
子
）

◆�

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

マ
リ
ン
バ
演
奏�

12
／
14

松
本
安
貴
子
さ
ん
と
小
泉

絵
理
沙
さ
ん
の
奏
で
る
マ
リ

ン
バ
の
音
色
に
聞
き
惚
れ
た

ひ
と
と
き
で
し
た
。
第
１
部

は
マ
リ
ン
バ
の
連
弾
８
曲
、

第
２
部
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
作
曲
の
バ
レ
ー
音
楽
で

有
名
な「
く
る
み
割
り
人
形
」

の
物
語
を
朗
読
と
マ
リ
ン
バ

演
奏
で
楽
し
ん
だ
。�

（
古
澤
）

◆�

ま
ご
こ
ろ
弁
当�

12
／
13

第
848
回
目
の
ま
ご
こ
ろ

弁
当
の
配
布
が
行
わ
れ

た
。
ご
高
齢
の
方
の
見
守

り
も
兼
ね
て
月
２
回
実

施
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
出
来
立
て
の
お
弁
当

を
昼
頃
に
配
付
。配
送
後
、

そ
の
日
の
様
子
を
報
告
書

に
記
録
。
気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
民
生
委
員
さ
ん

へ
の
情
報
提
供
を
行
う
。

今
ま
で
１
度
も
食
中
毒
を

出
し
た
こ
と
も
な
く
、
栄

養
士
さ
ん
か
ら
も
衛
生
管

理
が
徹
底
し
て
い
る
と
の

お
墨
付
き
。
ス
タ
ッ
フ
が

高
齢
化
し
て
い
く
な
か
、

お
互
い
が
支
え
合
っ
て
活

動
を
続
け
て
い
る
。
今

後
、
若
い
参
加
者
が
増
え

て
く
れ
る
と
と
て
も
頼
も

し
い
。�

（
津
下
）

広
報
部
の
目
安
箱
を
設

置
し
て
約
半
年
経
ち
ま
し

た
。
当
初
記
名
で
お
願
い

し
ま
す
と
言
っ
て
い
ま
し

た
が
殆
ど
投
稿
は
な
く
、

無
記
名
で
も
可
と
し
て
か

ら
、
最
近
で
は
月
５
件
程

度
の
投
稿
が
あ
り
ま
す
。

内
容
的
に
は
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
へ
の
要
望
が
殆
ど

で
す
。
こ
れ
ら
は
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
へ
対
応
を
依

頼
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

は
住
民
の
方
々
へ
の
ク

レ
ー
ム
や
要
望
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
ば

こ
の
吸
い
が
ら
、
迷
惑
駐

車
、
犬
・
猫
の
フ
ン
、
ゴ

ミ
出
し
マ
ナ
ー
違
反
や
日

に
ち
の
間
違
い
な
ど
町
の

美
観
に
関
す
る
も
の
が
大

半
で
す
。

こ
れ
ら
は
住
民
一
人
ひ

と
り
の
意
識
に
よ
り
解
決

で
き
る
問
題
で
す
。
自
分

た
ち
の
環
境
は
自
分
た
ち

で
解
決
・
維
持
す
る
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、

美
鈴
が
丘
団
地
の
価
値
向

上
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
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◆�

東
２
サ
ロ
ン�

12
／
16

　
（
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
）

全
員

で
体
操

の
後
、

ク
リ
ス

マ
ス
ケ�

ー
キ
作

り
に
挑

戦
。
生

ク
リ
ー
ム
を
泡
立
て
パ
ン

ケ
ー
キ
に
ケ
ー
キ
職
人
宜

し
く
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
次

に
果
物（
ピ
ー
チ
、
イ
チ

ゴ
）で
飾
り
付
け
完
成
。

自
分
で
作
っ
た
ケ
ー
キ
の

味
は
ま
た
ひ
と
し
お
で
し

た
。
続
い
て
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
。
２
時
間
全
員
で
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

�

（
山
本
）

◎
今
月
の
一
句

う
な
ゐ
子
の
拍
手
の
音

�

初
明
か
り

�

博
人

き
さ
ら
ぎ
句
会

お
く
や
み

１
／
８�

小
幡　
智
久
様 

西
2

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◆�

南
サ
ロ
ン
13
周
年�

弁
当
会

高
木
リ
ィ
ラ
さ
ん
の
マ

リ
ン
バ
と
、
民
謡
楽
器
に

よ
る
独
特
な
音
色
を
持
つ

楽
器
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を

披
露
。
ド
リ
ア
ン
の
木
で

作
ら
れ
た
と
い
う
珍
し
い

楽
器
な
ど
の
演
奏
で
、
柔

ら
か
い
、
優
し
い
音
で
ク

リ
ス
マ
ス
前
の
穏
や
か
な

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。�

（
上
木
）

◆�

給
食
ナ
フ
キ
ン
を
贈
呈

令
和
２
年
度
入
学
予
定

の
81
人
に
、
ナ
フ
キ
ン
を

贈
呈
。
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
が
手
作
り
縫
製

し
、美
鈴
が
丘
高
校
の「
あ

す
な
ろ
会
」の
メ
ン
バ
ー

25
人
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
を
作
成
。
幼･

小･

中･

高
が
近
隣
で
揃
う
美
鈴
が

丘
で
は
、
地
域
と
学
校
が

色
ん
な
行
事
を
通
じ
て
連

携
し
交
流
を
深
め
て
い

る
。�

（
上
河
内
）

◆�

児
童
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

�

　
12
／
12

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
竹
で

作
っ
た
楽
器
で
ク
リ
ス
マ

ス
の
音
楽
を
聴
き
、
歌
い
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
最
後
に
サ
ン
タ

さ
ん
の
登
場
で
キ
ッ
ズ
サ

ポ
ー
ト
か
ら
の
お
菓
子
を

全
員
が
貰
っ
て
約
80
人
の

お
友
達
が
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
楽
し
み
ま
し
た
。（
江
島
）

◆�

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が「
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

会
長
表
彰
を
受
賞

11
／
26
・
27
日
さ
い
た

ま
市
大
宮
に
て
開
催
さ
れ

た
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

（
参
加
者
２
５
０
０
人
）

に
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
そ

の
活
動
内
容
が
優
秀
で
あ

る
と
の
こ
と
で
会
長
表
彰

を
受
賞
し
た
。

�

（
会
長　

江
藤
和
彦
）

◆�

親
子
ふ
れ
あ
い
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル�

（
西
５
）

児
童
16
人
、
大
人
18
人

が
19
時
一
斉
に
集
会
所
を

ス
タ
ー
ト
、町
内
の
安
全・

安
心
を
願
い
な
が
ら
、
拍

子
木
に
合
わ
せ
て
全
員
が

大
き
な
声
で“
火
の
元
注

意
火
の
用
心
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
”と
呼

び
か
け
な
が
ら
、
全
町
内

を
50
分
程
で
練
り
歩
き
、

児
童
た
ち
は
お
土
産
を
も

ら
っ
て
大
喜
び
。�（
池
田
）

13周年を楽器演奏でお祝い

自分達で作ったケーキの味は格別！

町内の安全は皆で守る

交通安全協会から贈呈されたナフキン 校長に贈呈する中山さん、長峰さん

クリスマスソングを皆で歌う

江藤会長と稲葉副会長

■
お
知
ら
せ
・
催
し

１
月
19
日
㈰

◦
第
25
回
全
国
都
道
府
県

男
子
駅
伝
大
会

１
月
27
日
㈪

◦
第
２
回
ご
近
所
ネ
ッ
ト 

推
進
委
員
会

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

２
月
９
日
㈰

◦
第
７
回
生
涯
ス
ポ
ー
ツ 

講
習
会（
ク
ッ
ブ
）

①�車庫代わり駐車は道交法でなく、車庫
法で重い罰則規定あり。
②�交差点から５㍍以内は駐停車禁止が大
原則。団地内生活道路でも同様。
　�右側駐車・無余地駐車（右側3.5ｍ以
内）・車庫の出入口３ｍ以内駐車禁止。
③�他人の迷惑になる場所には駐車しな
い。お互い様の良識ある行動を。
④�路上駐車は見通しを妨げ子どもの飛び

団地内は駐禁標識が無いので、
何処でも自由に駐車出来ると
何か勘違いしていませんか？

出し事故を誘発、
不審車両を紛れ込
ませる等、犯罪の
温床になる。

今
年
も
風
雪
に
も
負

け
ず
、
冬
空
に
天
高
く

優
雅
に
咲
き
誇
る
皇
帝

ダ
リ
ア

♣
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
♣
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